
服 飾 学 科 服 飾 表 現 学 科 服 飾 文 化 学 科

（ 2 年 次 進 級 時 ） コース選 択  ※ 系 統をまたいだコース選 択も可 （ 2 年 次 前 期 ） 4 つの 専 攻 分 野をオムニバス形 式 で 実 践 体 験

（ 2 年 次 後 期 ） 将 来 の 進 路 や目標 に 合 わせて専 攻 選 択

入 学

 全 学 科 共 通 の            必 修 科 目

 2 〜 4 年 次 の 共 通 必 修 科 目・専 門 選 択 科 目

卒 業 研 究  （ 制 作 ま た は 論 文 ）

服 飾 学 科 独自の 基 礎 科目 服 飾 表 現 学 科 独自の 基 礎 科目 服 飾 文 化 学 科 独自の 基 礎 科目
初年次

教育課程

卒業後の
進路

1年 次

専門
教育課程

2年 次

〜
4年 次

デ
ジ
タ
ル
消
費
者
の
視
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
を
動
か
す

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
・

流
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

広
範
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
力
を
追
究
す
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
す
る
す
べ
て
を
究
め
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

素
材
を
生
か
し
表
現
を
生
地
に
映
し
出
す

テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
快
適
な
服
を
設
計
す
る

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
タ
ー
ン
コ
ー
ス

多
彩
な
メ
デ
ィ
ア
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
魅
力
を
表
現

メ
デ
ィ
ア
表
現

視
覚
に
訴
え
る
空
間
演
出
を
行
う

V
M
D
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）

被
写
体
の
魅
力
や
個
性
を
引
き
出
す

ス
タ
イ
リ
ン
グ

美
し
く
映
え
る
衣
装
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

衣
装
表
現

知
識
・
技
術
・
感
性
を
磨
い
て
世
界
を
目
指
す

モ
ー
ド
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

・クリエーター
・デザイナー
・ソーイングスタッフ

資格課程
教 職 課 程 − 中 学 校・高 等 学 校 教 諭 一 種 免 許 状（ 家 庭 ） ※ 服 飾 学 科 の み

学 芸 員 課 程

・パタンナー
・モデリスト
・ソーイングスタッフ

・テキスタイル
デザイナー

・テキスタイル
  プランナー

・バッグ、
  アクセサリー、
  靴など の
  デザイナー

・ プランナー

・マーケティング
・プロモーション企画
・商品企画
・生産管理
・MD
・バイヤー
・店舗開発
・ブランド開発

・EC 担当者
・ネットショップ
 運営者

・WEB・SNS
 担当者

・プレス
・ファッション
 アドバイザー

・衣装デザイナー ・スタイリスト ・VMD
・MD

・映像作家
・映像ディレクター
・ショースタッフ
・イベント制作スタッフ
・ファッションエディター

・アパレル企業全般

・国内外の大学院進学

・学芸員

・研究職 など

服 飾 学 部

4 年間の流れ
出願時に＜モードテクノロジー系＞または＜ファッションビジネス系＞のどちらかの系統を選びます。1年次は、
服飾における造形技術とビジネスの基礎を学びながら、自分の適性や将来の目標を見定め、2年次からの
専門教育課程で学ぶコースを選択します。

1 年次は、全員が服飾造形を初歩から体系的に学びながら、写真やデザインなど表現の
基礎知識を修得します。2 年次前期には入門授業「服飾表現演習」で、4 つの専攻分野を
オムニバス形式で実践体験し、後期から専攻分野ごとの学びを進めていきます。

「 歴 史 」「 レプリカ 製 作・修 復 」「 衣 のもの
づくり」「サスティナビリティ」の４つの分野を
総 合 的に学びます。

※コース選択はありません
ファッションビジネス系モードテクノロジー系

TECHNOLOGY

BUS INESS PRESENTAT ION CULTURE

　進 学  （ ファッション デ ザ イン 専 攻 科 、大 学 院 、留 学 ）
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ファッションに必要不可欠なメイク技術を学べます！
前期：「ビューティ・メイクアップ術 A」／後期：「ビューティ・メイクアップ術 B」

2026 年度より、１・２年次の選択科目として新たに開講します。前期は大学生として身につけるべきスキン
ケアからナチュラルメイクについて学び、後期は社会人としての基本メイクと流行のポイントメイクについて
学びます。実践的に行うことで、美容とメイクの基礎知識と技術を身につけることができます。
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「マーケティング・データサイエンス論」
社会のインフラやサービスのデジタル化が進む中で、ファッション業界でもデータ分析を踏まえたマーケティングが重要になって
います。２年次の全学科必修科目として取り入れている「マーケティング・データサイエンス論」は、データを読み解くための
基礎知識をはじめ、アパレル企業においてもデータに基づいて未来を予測するスキルや活用事例を学び、AI（人工知能）の
導入を生かした次世代のビジネス力を養います。2024年度から表計算をビジュアル化したSalesforce社の分析ツール

「Tableau（タブロー）」を授業内で使用しています。ビジネス現場で広く導入活用されており、社会で役立つ知識となります。

P I C K  U P  授業




